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受験セミナー「私立小学校絶対合格作戦」

テーマは「絶対に合格するための３つのポイント」

１、私立小学校の特色とその選び方

２、私立小学校に合格するためには、

いつ頃から、何を、どうすれば良いか？

３、受験教室もいろいろあります。
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１、私立小学校の特色とその選び方

（１）お子様の人生ビジョンの中での私立小学校選び

(あるべき姿から逆算して選ぶ)

つまり

①お子様にはどういう社会人になって欲しいですか。

②そのためにはどういう大学に入って欲しいですか。

大学名までは未定だとしても、

どちらかというと附属小のある私立大学ですか、それとも・・・・・

③その大学に行くための中学・高校選びは？

⑤その中学・高校に行くための小学校選びは？

（２）「30年後お子様の社会人像は？と言われても・・・・・・」

とりあえず、各小学校の評判・実績からの私立小学校選びもＯＫ
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国立大附属小 Ａ 附属高がある＝内部選抜はあるが附属高校まで行ける道がある

お茶大附属小(高校は女子高)、筑波大附属小、学芸大附属小など

Ｂ 附属高がない＝全員高校受験 埼大附属小など地方国立大附属小

私立小学校 Ｃ 私立総合大学の附属小＝原則大学まで上がれる。

慶応、早実、立教(立女)、青山学院、学習院、成蹊、日本女子大豊明小など

Ｄ 中高一貫校の附属小＝原則高校まで上がれる。

開智小、星野小、さとえ小(栄東、埼玉栄、約２～３割は外部受験)、

西武文理小(大学もあるが実質進学校)、淑徳小(半数前後？が外部受験）

浦和ルーテル小など

暁星小、雙葉小、白百合小(大学もあるが、実質進学校)、光塩など

Ｅ 私立小学校だけ＝全員中学受験(中学受験実績校）

国立学園小、星美小(男子は全員受験、女子は２～３割？外部受験）など

＊小学校名はわかりやすい例としてあげたもので網羅しておりません。 また、学校名も正式名称ではなく簡略表記しております。
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私たちからみた県内新設私立小学校の特色

（１）開智小＝①４・４・４制の１２年間一貫教育、独自のカリキュラム。

②自主性を伸ばす様々な教育が効を奏しつつある。

③一貫部(中受組)と合流後も対等以上に渡り合っている。

④大学合格実績がかなり高く、高い実績を出せる質の高い教師陣。

⑤将来がますます楽しみな私立学校。

（２）さとえ小＝①内部進学しても良し、出ても良し。

②熱意と使命感溢れる教師陣(生徒ひとりひとりの輝く原石を発見し、

それを磨くという「建学の理念＝人間是宝」を日々具現化。）

③4年生からはさとえ小の平常授業が中学受験レベルの授業。

④特色ある複合型教育。

⑤私立小学校最高峰の学校施設。
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（３）星野小＝①学力はもちろん人間力を育む「全人教育」

②日本の伝統文化を重んじ、本来の日本人の素晴らしさを伝えている

教育。実際に生徒一人一人にそれが浸透している。

③伝統的に真面目な校風－例えば、服装、礼儀作法(挨拶)

④結果主義に陥ることなく、努力する過程を評価する教育。

⑤安定した学校運営をしているので長年寄付金なし。

（４）西武文理小＝①「英語のシャワー」が象徴する英語教育重視小学校。

②父兄と学校が協力して様々な催事の運営をしながら子ども達を

育んでいる一体感がある。

③設計段階からかなり良く考え抜かれ、高品質の部材を使用し、

センスの良いデザインの校舎・設備。

④文理小出身者が中高に合流した後の実績が楽しみ。
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２、私立小学校に合格するためにはいつ頃から、何を、どうす
れば良いか？

（１）いつ頃から準備したらいいのでしょうか？

→志望校とお子様の現状によって大きく変わります。

あくまで一般論ですが、２～2年半あれば、かなりのことができますので安心です。

具体的には、年少で幼稚園に入った４月～年少の11月ぐらいまでにスタートされる

と無理がなく、結果も良いと思います。

無論、年中になってからスタートしても合格する方はおりますし、極端な話年長に
なってからスタートしても合格する方も確かにおります。

しかし、短期間で詰め込みで学習させられるよりも期間が十分あったほうが無理
がなく、楽しみながら学習できるのでお子様にとって幸せであると思います。

結局、いつからスタートしてもその学校に合格するためには、その要求されるレベ
ルまでお子様を引き上げなければなりませんから。
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（２） 何を、どう準備すれば良いか？

→志望校合格のために必要なこと全部を、必要とされるレベルで、間に合うよ
うに準備すれば良いのです。

＊一般的な私立小学校の入試科目として

①ペーパー試験

②運動

③造形(絵画・工作）

④行動観察(集団行動・指示行動)

⑤面接試験(親子面接、両親面接、本人面接)

⑥その他(躾面を見るためにおやつ、お弁当、清掃）

＊入試科目からもわかるように、単にペーパー試験だけ出来ても合格できな
いし、ペーパー試験が全然出来ないといっそう合格できないのが私立小学
校入試なのです。
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３、受験教室もいろいろあります。
（１）受験教室を決めるための８つのチェックポイント

①合格実績－合格者数だけでなく、合格者名まで発表していますか？

その数字は本当ですか。

②得意分野－室長先生の最大の関心事は都区内私立、県内私立？

二言目には都区内私立をすすめませんか？

③担当教師－お子様が入塾すると実績ある室長先生(評判の良い先生）

に教えてもらえますか？若い女性教師ばかりですか？

④使用する教材－日々新規に製作していますか？５年前と同じですか？

⑤授業の雰囲気、やり方－先生中心に授業がまわっていますか？
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⑥授業時間－十分な授業時間を確保していますか？

また、入試当日は３～５時間かかりますが、

そんなに長時間集中できますか。

⑦授業形態－お子様の自律・自立を育てる授業ですか？

それともいつも御父母様と一緒に授業を受けますか？

⑧施設－耐震性能をはじめとして、安全な施設ですか？

また、万が一の災害発生の際に避難しやすいですか？

それとも・・・・・



毎週全科目を学習

新年長週２回コース時間割
新年長 月(火) 金(木)

14:30 受付開始

15:00

１時間目 総合２ 総合１

15:30

読書

15:35

２時間目 算数１ 算数２

16:05

読書

16:10

３時間目 国語１・２ 記憶

16:40

読書

16:45 造形 御父母様対象

４時間目 入試講演

17:15 行動観察AB 造形

17:15 読み聞かせ

18:00

科目別主な学習項目
算数１ 算数２ 国語１ 国語２ 記憶

数の認識 図形の合成 運筆練習 表現・語彙 絵の記憶
重さ比べ 回転図形 ひらがな お話作り 位置の記憶

合わせた数 重なり図形 読み・書き お話の順番 お話の理解
数の分割 欠所完成 カタカナ しりとり お話の記憶

数量・数字 投影図 読み・書き 反対語 系列
多い少ない △プレート 絵本読書 同意語 図形の記憶

総合１ 総合２ 行動観察Ａ 行動観察Ｂ

点つなぎ 仲間探し 集団行動 本人面接練習
線つなぎ 仲間はずれ 共同作品 口頭試問練習
積み木 季節常識 自己紹介 豆運び

迷路・推理 物の用途 動物擬態 条件絵画
同図形発見 昔話･しつけ 感情表現 イメージ再現
置き換え 科学的常識 判断理由説明



３×７＝２１学習法－忘却曲線理論に基づいた学習法

忘却曲線
出典: フリー百科事典『ウィキペディア
（Wikipedia）』

忘却曲線（ぼうきゃくきょくせん）は、長期記憶の
忘却を表す曲線である。心理学者のヘルマン・エ
ビングハウスによって導かれた。エビングハウス
は、自ら「子音・母音・子音」から成り立つ無意味
な音節（rit,pek,tas...）を記憶し、その再生率を調

べ、この曲線を導いた。エビングハウスの名から、
「（ヘルマン・）エビングハウスの忘却曲線」とも呼
ばれる。

結果
20分後には、42%を忘却し、58%を覚えて
いた。
1時間後には、56%を忘却し、44%を覚え
ていた。
1日後には、74%を忘却し、26%を覚えて
いた。
1週間後には、77%を忘却し、23%を覚え
ていた。
1ヶ月後、には79%を忘却し、21%を覚え

ていた。



人生は信念によって切り開かれる

Yes, I can.

できると思う心のどこかに
無理かもしれないと思う心があると
つぎからつぎに無理がでてくる
負けるかもしれないと思う心があると
そこであなたは負ける
もうだめだと思う心があると
そこからあなたはダメになる
失敗しそうだなと思う心があると
あなたは確かに失敗する

成功している人をみなさい
最後まで成功を願い続けた人だけが
成功しているではないか
すべては「あなたの心」が決めるのだ

もしあなたがそうしたいのなら
あなたはその通りのことができる

さあ出発だ
強い人が必ず勝つとは限らない
すばしっこい人が勝つとは限らない
頭の良い人が勝つとは限らない

Yes, I can.

「わたしはできる。」
そう信じている人が結局は勝つのだ

Yes,I can


